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前近代通貨統合をめぐる若干の史的考察※
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２２ 松山大学論集 第１６巻 第１号
た，一定度の発展を示した市場が，さらにより高度な発展を継続して行くか
どうかは，選択的かつ調整可能な問題のように思われる。逆言すれば，前近
代においては，経済発展が進行する契機をあきらかにすることが，今後は大
きな検討課題となるであろう。
４． 前近代の実質的な通貨統合が実現される際，計算貨幣の使用導入が大きな
役割を果たしていたことが想定される。近世日本において，１８世紀半ば以
降，西日本を中心に広域的に使用がはじまる銭匁勘定も計算貨幣の一種とし
てとらえると，その根強さや広域的な使用拡大も理解が容易になるようであ
る。
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